
防災ボランティア活動を受け入れる知恵
ー「受援力」その１ー

ここからは、実際にボランティアを受け入れる際の知恵を紹介していきますここからは、実際にボランティアを受け入れる際の知恵を紹介していきます

※被害の状況により、遠慮ではなく、本当に支援が不必要の場合は、無理にボランティアを受け入れる必要はありません。理由を説明して断りましょう。

●災害時に被災地外からやってくるボランティアは被災地の土地勘がありません。地域の情報
整理（地域の危険箇所をチェックしたり、そのマップづくりなど）をしておけば、ボランティ
アの受け入れの際に役立てることができます。
●地域によっては、災害ボランティアセンターを実際に設置する訓練を行っている場合があり
ます。訓練に参加して、地域内でお互いに顔見知りになっておくこと、ボランティアの受け
入れ方法やボランティアがどういう活動をするのかを知っておくのも大事です。いざという
ときに、地域住民同士の助け合いにもつながります。
●災害時にお手伝いをしてもらえる相手が誰かを把握しておくことが大事です（地域の市区町
村役場、社協、自治会・町内会、民生委員・児童委員など）。地域の民生委員・児童委員では、
災害時にお手伝いをしてもらえる相手を事前に確認しておく取組が行われています。

平時に高める「受援力」

●ボランティアにお手伝いのお願いをする際には、身の回りの状況や誰が困っているのかなど
「地域の状況」をできるだけ具体的にお伝えすることが大事です。災害の際はそのための情報
収集にも努めましょう。
●ボランティアは原則として、被災地に負担をかけないよう、水・食事・衣服・宿泊場所等の
準備を行ってきますので、食事・宿泊場所などの提供や報酬等も必要ありません。道具の貸
出し等も災害ボランティアセンターが行いますので、心配はいりません。困ったときはお互
い様なので、お手伝いしてもらいましょう。もちろん感謝の気持ちを忘れずに。
●受け入れをすることになったら、自治会・町内会、民生委員・児童委員などの地域の実情を
ご存じの地域のリーダーの人たちは、地元のボランティアとともに、パイプ役を務めて地域
に紹介するとスムーズに進みます。
●支援のお願い（＝ニーズ）を、災害ボランティアセンターに出すことによって、ボランティ
アの人たちがお手伝いにきてくれます。
　ニーズの出し方は、
①地域のリーダーの人たちが地域単位で取りまとめてお願いする、
②各家に配布されたチラシをみて個別にお願いする、
③ボランティアが直接訪問し、聞いてくれる
などの方法があります。

災害時：お手伝いの依頼の基本

この運動は、平成 18 年に全国民生委員児童委員連合会の呼びかけ
で始まりました。
全国各地の民生委員・児童委員は、災害発生時に要援護者の方々
を見逃さないために、市区町村がすすめている要援護者への災害
時に備える活動と連携を取りながら、地域の要援護者の状況やニー
ズの把握などを行っています。

民生委員・児童委員発
災害時一人も見逃さない運動

外部の支援を活かせるかどうか、普段、どこまで地域の力を掘り起こしておけたかで決まる。一言

防災ボランティア活動を受け入れる知恵
ー「受援力」その２ー

●ボランティアは日中に活動をしますが、天候が悪いときなどは行わないことがあります。また、
平日よりも土日に人数が集まりやすくなっています。

●ボランティアは自発的な活動ですので、ボランティアの人数が少ない場合などはすぐに対応
してもらえないこともあります。

●ボランティアは原則として、「ボランティア保険」に加入していますが、危険なところでの活
動はさせないなど地域としても留意する必要があります。

ボランティア活動の基本

有珠山噴火災害では、地元の被災した住民、ボーイスカウト、議員の方々が積極的に受け入れて迅速な活動ができました。一言

ボランティア活動中におこる様々な事故からボランティアの
方々を補償する保険です。活動中のけが、事故、または第三
者への損害や物損の賠償責任も補償されます。保険料は 300
円～1,000 円程度です。被災された人たちが負担する必要は
ありません。

「ボランティア保険」とは

●避難所は、避難した人たちが食事や睡眠な
どの生活をする場所であり、生活再建の中
心となる場所です。

●日頃から、避難所の場所や備蓄の内容、運
営の担い手・運営方法など知っておく必要
があります。

●自分でできることは自分で行いますが、自
分だけでできないことはボランティアにお
手伝いを求めることもできます。

避難所では

●家の中の散在した家財や浸水した家財の片
付けを家族や近隣だけでするのはとても大
変ですから、ボランティアにお手伝いをし
てもらえます。

●ボランティアに頑張ってもらっているから
といって依頼した人たちも一緒に無理して
作業を続ける必要はありません。

●一緒に作業する際には、休憩中に災害のと
きの様子や地域の風習などを話したり、な
ぜ活動に参加したのか、どこから来たのか
聞くなど話をしてみてください。

●災害により家が傾いていたり、余震や天候
不良により二次災害の危険がある場合は、
ボランティアに家の中の物を取ってきても
らうのは控えてください。ある程度、落ち
着くまでは我慢も必要です。

●なかなか家の中に知らない人たちを入れる
のは抵抗感があるかもしれませんが、一度
お手伝いをしてもらうと、抵抗感はなくなっ
ていきます。

●今の段階では必要ないけれど、後で頼む可
能性がある場合は、そのことを災害ボラン
ティアセンターに伝えておければ、対応が
スムーズになります。

家屋では
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